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事業概要
益々の増加が予想されるエッジでの計算需要に対応するため、
MECノードに搭載可能な、低消費電力かつ低レイテンシを実
現可能な超軽量アクセラレータシステムの開発を行う。

同時かつ多数の処理要求に対し、低
レイテンシかつ低消費電力で処理可
能な新規アーキテクチャを設計・開発
し、それを基にして超軽量アクセラレー
タチップ、基板およびソフトウェアを開発
・製造を実施する。それらを用いて擬
似的なMECノードシステムを構築・動
作させ、実際の演算性能や消費電力
を評価する。

社会実装イメージ

事業成果

本事業で開発・製造した超軽量アクセラレータのピーク性能を測定した結果、当
初目標値を大幅に超える、「演算性能 52.4TFLOPS、消費電力 20.5W」を
達成した。
また、同時かつ多数の処理要求が発生する場合を想定した被評価アプリケーショ
ンとして、ResNet50を選択し、性能評価した結果、比較対象であるNVIDIA
社のGPGPU（V100、A100）と同等の処理レイテンシを、1/15〜1/20の消
費電力で達成し、高い優位性を実証した。

本事業では、Low-range MECサー
バーをターゲットとした超軽量アクセラ
レータの開発・実証に成功した。
今後、本事業の成果をもとに、Mid-
range、High-end MECサーバーへ
の拡張も見据え、より高性能なアクセ
ラレータを開発し、展開していく。

実施期間 2020年度〜2023年度

アクセラレータ
仕様

本技術
(参考) 

NVIDIA社

当初
目標

実測
値

V100 A100

演算性能
[TFLOPS]

32 52.4 125 312

消費電力
[W]

30 20.5 300 400

電力効率
[TFLOPS/W]

1.07 2.56 0.42 0.78
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